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３次元地理空間情報を活用した
安心・安全・快適な社会の実現ための技術開発

社会基盤としての３次元地図の整備・更新技術の開発

３次元地図の整備・更新技術
－既存資料等からの地図作成－
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(3) 屋内３次元地図データの標準仕様策定



課題と目的

・相互運用性の確保

屋内３次元地図については、国際的にも、また国内でもそれぞれの試行的な取
り組みの中で独自仕様で整備されており、相互運用可能な方法についての検討
が必要

→ 共通的な仕様についての技術基準・ガイドライン等が必要

歩行者の移動支援等に役立つ地図に向けた主な課題として、作成し
た地図が共用できるための「相互運用性の確保」と、「コスト減を考慮
した手法の確立」があげられる。

・コスト減を考慮した手法の確立

整備の効率化に向けて、多くの主体が作成する地図を活用することが不可欠。
一方、これら地図は多くの場合位置が合わない等の課題があり、これらのシーム
レスな利用を容易にする技術的な環境を確立することが必要

→ 効率的な整備・更新方法についての技術基準・ガイドライン等
が必要
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事項 27年度 28年度 29年度
社会基盤としての３次
元地図の整備・更新
技術の開発
①共通的な仕様
の検討

３年間のスケジュール

「階層別」屋内3次
元地図標準仕様
案作成

国土情報課のデー
タ実証実験（連携） 実証実験

②効率的な整備更
新方法の検討

屋内3次元
地図の

標準仕様

整備データの検証

屋内３次元地図標準仕様案検討

フロアーマップや設計図
等の２次元図面からの
整備手法検討

幾何学的精度保
持のための現地
調査手法の検討

屋内３次元地図の要件定義

視覚障がい者に配慮
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国土情報課実証実験
と連携
NWは政策統括官付
と連携

仕様書
及び整
備・更
新マニ
ュアル

国際標準の調査

２次元・３次元各
種データからの
整備手法の検討

IFCに準拠

具体的な
仕様作成

身体障がい者にも
配慮した仕様

効率的な整備更新手法の開発



屋内地図についての仕様書案の関係

２次元ＣＡＤデータフロアマップ

既存の施設情報（設計図面等）

様々な主体が様々な手法でデータ整備している現状（整備目的も様々）

歩行者移動支援サービスでの使用を目的とした
標準的な地図仕様として平成27年度に作成、
平成28年度に改訂済
・階層別屋内地理空間情報データ仕様書（案）※

※シェープファイル形式がベース

・BIMの交換標準であるIFCに準拠
・平成28年度に要件定義を終了
・屋内３次元地図データ仕様書（案）を
平成29年度に作成予定

３次元データ（ＢＩＭ等）

変換
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屋内地図の標準的な仕様案

入手しやすい
精度=不良

入手しにくい
精度=良

施設の設計、施工、
維持管理を目的として
今後整備が進むと推測
精度=良

既存
ソフト
を使用

データ整備・更新マニュアルで標準的な作成方法を提示



平成28年度の成果

5

BIMのデータ交換標準であるIFCに準拠

②屋内３次元地図に求められる要件に関する調査
・「地物」「POI」及びその品質を対象として調査
・３次元地図データから「階層別」データへの変換を考慮

適用範囲・前提条件・データ要件等を定義

①準拠する屋内３次元地図に関する国際規格の調査・検討
・IFC（ISO16739:2013）、CityGML、IndoorGMLに関する調査の実施
・スマートフォンの国際的な屋内地図サービスに関する調査の実施

③階層別屋内地理空間情報データ仕様書（案）の改訂
・視覚障がい者向けの地物定義を追加
・ファイル構成の簡略化
・①の調査結果からスマートフォンでの利用を考慮して一部仕様を変更

④データ整備マニュアル作成に向けた現地データ取得実験
・東京駅京葉線地下コンコースにて夜間に実施
・現地計測により取得したデータの精度等を検証



H28版階層別仕様案の改訂内容
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平成27年度版 階層別屋内地理空間情報
データ仕様書（案）のデータ構成

・出入口に関する
仕様を変更

・視覚障がい者用
地物を追加

描画用地物
データ

平成28年度版 階層別屋内地理空間情報
データ仕様書（案）のデータ構成

出入口
（例:ドア、階段等
の乗降口）

物理的な空間
（例:部屋、階段、
スロープ、エス
カレータ）

固定設置物
（例:柱、障害物）

視覚障害者
誘導用
ブロック

×

×

階層

設備POI
（例:トイレ、
案内所、コイ
ンロッカー）



現地計測によるデータ整備手法の検討
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既存施設の３次元地図を現地計測により作成する手法を検討((４)のテーマと連携）

©JR East Consultants Company

東京駅京葉線コンコースのフロアマップ
JR東日本アプリ駅構内図（©JR East Consultants Company） より引用

○整備範囲が広域の際の整備手法の検討（本テーマで実施）

○整備範囲が狭い場合の整備手法
○部分的に変化した際の更新手法 （（４）のテーマの検討結果を参照）

・東京駅京葉線コンコース（地下１階）にて
現地調査(2016/11/30、12/6)を実施

背負子型レーザ
(Leica社 Pegasus:Backpack)

(GeoSLAM社 Zeb1)
ハンドヘルドレーザ 手にもって歩きながら計測

（機器はバネによってブラブラと
跳ね回る）

既存のレーザセンサを用いた整備手法の作業方法、精度等を確認

機器を背負った
まま歩いて計測

・原典データが入手できない場合を想定し、３次元地図データ整備方法を検討



現地計測によるデータ整備手法の検討
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３次元カラー点群データ 地上と地下空間の標高断面
水平方向の最大較差約30cm

結合した3次元点群データ（一部モデル化した表示を含む）計測時に屋外GNSSで閉合できた
箇所は整合状況が良好

（BIMデータとの誤差50cm以下）

計測時に屋外GNSSで閉合できなかった
箇所では整合が不良な箇所が見られた

BIMデータとの誤差 ２ｍ程度

３次元点群とBIMデータ※との整合状況（２種類のセンサともほぼ同様の結果）
※BIMデータは、業務受託者（ジェイアール東日本コンサルタンツ㈱）が駅構内図から独自に整備・保有しているものを利用。



平成29年度の取り組み予定
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平成28年度までの検討結果に基づき、最終的な仕様書案及びマニュアルを作成
一部積み残しとなっている検討を実施
① 屋内３次元地図データ仕様書（案）（仮称）
・屋内におけるネットワーク仕様の検討
・身体障がい者団体へのヒアリングの実施
・IFCに準拠した仕様として策定
・屋内測位用タグの仕様への追加

② 階層別屋内地理空間情報データ仕様書（案）の改訂（最終版の作成）
・実階層とデータ上での論理的な階層の扱いについて検討
・①の屋内ネットワーク仕様の検討結果の反映及び屋内測位用タグの追加

③ 屋内地図データ整備方法を整理し、マニュアル化

フロアマップ
二次元CAD

BIM

現地計測

マニュアルの記載内容（予定） ①～⑤
階層別屋内地理空間情報
データ仕様書（案）に基づくデータ

屋内３次元地図データ仕様書（案）
に基づくデータ

①

②
③

④

⑤
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